




 

③ 広域避難に関する、これまでの検討結果や実施要領に定めた情報の流れや手順など

について確認を行うことを目的に、桑員地域２市２町および県で図上訓練を実施する

こととし、訓練内容について検討しました。 

④ 平成 30（2018）年度以降の取組内容について確認しました。 

 

（６）取組成果 

① 一時滞在施設周辺の駐車スペースの確保については、候補地を４か所選定し、また、

駐車スペースから一時滞在施設にはバス輸送を行うこととするなど、具体的避難方法

を協議することができました。 

② 平成 30(2018)年２月 23日に桑員地域２市２町と県で桑員地域広域避難図上訓練を

実施しました。この訓練では、広域避難を決定する際に必要な情報の伝達を、東海ネー

デルランド高潮・洪水地域協議会（事務局：中部地方整備局河川部）が実施するスー

パー伊勢湾台風の接近を想定した図上訓練と連携して実施しました。 

 

  
「桑員地域広域避難図上訓練」【平成 30（2018）年２月 23日】 

 

（７）今後の方針 

平成 29（2017）年度の取組・検討結果をふまえ、平成 30（2018）年度も引き続き、

協定に基づく広域避難について、要配慮者の避難対策や広域避難時の物資調達などを検

討するとともに、訓練の実施や広域避難実施要領の改訂を行うなど広域避難の実現に向

けてより実効性を高め、課題解決に取り組んでいきます。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

昨年度締結した「浸水時における広域避難に関する協定」をもとに、駐車スペースの確保や輸

送方法などより具体的な避難方法について協議できたことは、広域の体制づくりにつながりまし

た。 

また、桑員地域２市２町と県で広域避難図上訓練を実施できたことは、今後より一層の取組を

進めていく上で有意義な検証の場となりました。 

 





 

   
事例学習会                  検討会議 

 
（６）取組成果 

① 地域住民が主体となって行っているさまざまな地域づくりの成功事例について学

習することができました。 

② 検討会議メンバーを各市町の政策（企画）担当者とすることで、市町の特定分野だ

けに絞られない意見交換や情報の共有ができました。 

③ 住民主体の地域づくりに対する行政の支援について考えていくためのヒントとな

る知識や情報を得ることができました。 

 

（７）今後の方針 

地域づくりや地域の活性化に住民が主体となって取り組み、成果をあげている事例

などを学習することで、主体となって地域づくりを考える住民や団体に対し自治体職員

が助言などの支援を行っていく上で有用な知識や情報を得られたことなど、一定の目標

を達成しました。 

当検討会議での成果をもとに、各市町でのさまざまな地域づくりや住民組織活動の

取組に生かしていきます。そのため、平成 30（2018）年度はさらに一歩進め、地域づ

くりのための具体的政策課題を選定し、解決に向けての検討を進めていきます。 

  

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

住民主体の地域づくりについて、さまざまな成功事例について学習することにより、行政とし

て助言などの支援を考える上でヒントとなる知識や情報を共有することができました。 

 









 

富な資源や魅力を地域が一体となって県内外へ一層積極的に発信していくことが望ま

れています。 

そこで、市や住民主体のさまざまな特色ある取組に対して、主体性と継続性を尊重

した連携・支援ができるような方策を検討していきます。 

 
（４）開催実績 

第１回 平成29年４月11日 第１回光太夫ネットワーク会議 

：昨年度末の取組結果について 

第２回     ５月25日 第２回光太夫ネットワーク会議 

：啓発物品、学校給食について 

第３回     ５月26日 第１回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：今年度の事業について 

第４回     ６月23日 第２回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：ウォークラリー、記念品について 

第５回     ７月21日 第３回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：開催イベントの決定について 

第６回     ８月22日 第４回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：イベント詳細について 

第７回     ９月26日 第５回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：チラシ案について 

第８回     ９月28日 第３回光太夫ネットワーク会議 

：ふれあいフェスタ出店について 

第９回     10月17日 第６回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：必要備品について 

第10回     11月１日 第７回匠の里伊勢型紙フェスタ実行委員会 

：当日スタッフについて 

第11回     12月６日 第４回光太夫ネットワーク会議 

：今年の取組報告について 

第12回 平成30年２月21日 第５回光太夫ネットワーク会議 

：白子高校光太夫ミュージカルでの出店について 

 

（５）検討状況 

地域活性化、情報発信をめざす団体である「伊勢形紙協同組合」や「白子まちかど

博物館」および「光太夫ネットワーク」と連携して、次の地域イベントへの協力を検

討しました。 

・ふれあいフェスタわかまつ 2017（平成 29(2017)年 10 月 15 日） 

・近鉄ウォーク（平成 29(2017)年 11 月 11 日） 

・匠の里伊勢型紙フェスタ（平成 29 年(2017)11 月 11 日・12 日） 

   ・白子高校ミュージカルでの光太夫啓発活動（平成30(2018)年２月24日） 

 

（６）取組成果 

① 大黒屋光太夫関連イベントへの参加、市内小学校への啓発用消しゴムの配付、紅茶

の日（11 月１日）の鈴鹿市内小学校給食への紅茶メニューの導入など、活動を続け、

大黒屋光太夫などの地域資源を活用した情報発信を図ることができました。 





 

・図上訓練（災害医療情報伝達訓練）の形式、時期、対象人員 

・市職員へのＨＵＧ研修の提案（防災企画・地域支援課の指導員の活用） 

・災害ロジスティクス（中勢広域防災拠点見学等） 

第２回検討会議 

地域防災総合事務所および亀山市防災担当により、以下の点について検討しま

した。 

・亀山市総合防災訓練の概要について 

・訓練会場の配置、啓発出展内容およびスケジュール等について 

第３回検討会議 

北勢３地区合同（桑員地区、三泗地区、鈴鹿地区の各市町防災担当課、災害医

療担当課、消防本部、警察署、医療機関、医師会、歯科医師会、薬剤師会、保健

所、地域防災総合事務所、健康福祉部、防災対策部）で南海トラフ発災直後を想

定した情報伝達訓練を実施しました。 

第４回検討会議 

中勢広域防災拠点への資機材等の納品は、大型トラックにより搬入されること

から、災害ロジスティクスにおける大型トラックの経路、敷地内停車位置、停車

方法について実車検証の見学会を開催しました。 

第５回検討会議 

中勢広域防災拠点が管轄する津市にも呼びかけ、鈴鹿市、亀山市、津市、津お

よび鈴鹿地域防災総合事務所の担当者により、以下の点について情報共有、検討

を行いました。 

・県が策定中の受援計画（災害ロジスティクス）の現状報告 

・中勢拠点の災害ロジスティクスの検討案報告 

・鈴鹿市担当者が参加した国交省開催の災害ロジスティクス研修会の還流報告会 

・中勢拠点地区のハザードの紹介 

・中勢拠点から各市町拠点へのルート検討 

・拠点および災害ロジスティクス資機材の紹介 

 
（６）取組成果 

① 平成 29(2017)年 11 月 14 日に実施した災害医療情報伝達訓練では、伝達経路の実

態に即した見直しや、各市の防災担当課と災害医療担当課の連携促進、警察署からの

ＵＴＭグリッド座標を活用した災害箇所の情報共有、新防災情報プラットフォームの

活用など、内容を見直して実施し、大規模災害発生時の関係機関の連携強化につなげ

ることができました。 

② 平成 29(2017)年 11 月 27 日、12 月 15 日に見学会、勉強会を開催し、広域受援にお

ける災害ロジスティクスに関して情報共有と知識の向上を図ることができました。 

 

（７）今後の方針 

防災・減災に対する取組は、恒常的なものとして地道に継続していく必要があると

考えます。今後も県と市が連携し、常にお互いが抱える課題について認識を共有し、定

期的に合同訓練や研修会などを実施することで連携を強化していきたいと思います。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組結果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

情報伝達訓練を実施することにより、大規模災害対策にあたる両市防災担当課および災害医療











 

（５）検討状況 

【災害医療部門】 

医療関係機関、防災関係機関、市町等を構成員とする松阪地域災害医療対策協議会

を開催（３回）し、災害医療情報の共有や情報伝達訓練の実施などについて検討を行い

ました。 

また、災害発生時の速やかな災害医療対策実施体制の構築に向けて、松阪地域の災

害医療関係機関の連携強化を図るため、ＥＭＩＳ（広域災害救急医療情報システム）入

力訓練、情報伝達訓練、災害時透析に関するアンケート調査、地域医療搬送訓練を実施

し、結果について検証、情報共有を行いました。 
 

 
松阪地域災害医療対策協議会情報伝達訓練 

平成 30（2018）年２月８日 
 

【救援物資・被災者支援部門】 

管内各市町および伊勢志摩広域防災拠点の災害備蓄品の保有状況について、整理お

よび情報共有を行うとともに、県総合防災訓練時に伊賀広域防災拠点等を見学し、大規

模災害発生時の物資搬送手順について理解を深めました。 

また、台風接近時のタイムライン作成における課題等について、情報共有を行いま

した。 

 
（６）取組成果 

【災害医療部門】 

毎年度、関係機関が合同でＥＭＩＳを使用した情報伝達訓練を実施することで、入

力操作の習熟度向上が図られています。地域医療搬送訓練を実施することで、速やかな

災害医療体制の構築に向けて、関係機関との連携の重要さを認識することができました。 

また、災害発生時には、現状の情報を伝達し、その情報に従い指示が円滑につなが

ることが大事になるので、現場の状況を的確に情報伝達するため、複数の職員がＥＭＩ

Ｓを扱えるようになることが課題としてあげられました。 

 

【救援物資・被災者支援部門】 

管内各市町、伊勢志摩広域防災拠点の災害用備蓄品の整理および情報共有を図るこ

とができました。また、台風接近時のタイムライン作成について、実態に即した課題を

認識することができました。 





 

 

平成29年５月24日 第１回松阪地域定住自立圏共生ビジョン懇談会参加 

平成29年６月30日 第１回検討会議 

① 検討会議について 

② 検討会議の取組目標について  

③ 県の雇用対策(働き方改革)および各市町の雇用促進に係る取組について 

④ 検討会議の方向性について  

平成29年８月23日 第２回検討会議 

① 取組の方向について 

② 各市町の関係機関との連携状況について 

③ 松阪地域雇用対策協議会からの情報提供について 

④ 雇用関係機関との意見交換について 

三重県雇用経済部雇用対策課 

若者・女性雇用班（おしごと広場みえ含む） 

働き方改革・勤労福祉班 

平成29年10月25日 第３回検討会議 

雇用関係機関との意見交換について 

三重県雇用経済部雇用対策課（地域雇用班） 

松阪公共職業安定所 

国立大学法人三重大学地域創発センター 

平成29年11月８日 第４回検討会議 

① 雇用関係機関との意見交換について 

三重県雇用経済部雇用対策課（障がい者雇用班） 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 三重支部 

公益財団法人産業雇用安定センター 三重事務所 

② 検討会議のまとめ 

平成29年11月21日 調整会議 

松阪地域定住自立圏共生ビジョンの取組について 

 

（５）検討状況 

「共生ビジョン」の改訂や取組事業の進め方について、「松阪地域定住自立圏推進協

議会」および「松阪地域定住自立圏共生ビジョン懇談会」で討議を行いました。 

雇用については、第１回検討会議で方向性を協議し、「人材確保のための雇用各関係

機関との連携」をテーマにすることとしました。市町には、地域の実情に応じてさまざ

まな主体と連携し、地域のニーズに合わせた人材の育成・確保に努める役割が期待され

ています。第２回検討会議以降は、連携による人材確保が効果的に行えるよう、検討会

議を「雇用各関係機関」との関係づくりの場として活用し、市町と雇用各関係機関との

連携のきっかけづくりを支援しました。 

 

（６）取組成果 

圏域の将来像に中長期的な圏域人口、高齢化率の目標や、具体的取組に係る成果指

標（ＫＰＩ）を定めること等の改訂が行われました。また、懇談会事務局が４市町の具

体的取組の進捗状況について報告し、関係者間で進め方について協議、情報共有が図ら





 

（４）開催実績 

第１回 平成29年７月６日 今年度の検討方針について 

第２回 平成30年１月９日 伊賀地域防災セミナーの開催 

第３回 平成30年２月27日 今年度の取組結果および来年度の検討内容について 

 

（５）検討状況 

大規模災害時の「業務別の市と県の対応の流れ（フロー図）」のさらなる充実や、名

張市、伊賀市のＢＣＰ作成に向けた検討を行うとともに、地域における主体的な避難所

運営の支援について意見交換を行いました。 

また、平成 29（2017）年度の台風 21 号により発生した人的被害や住家被害をふまえ、

台風接近時の今後の対応等について検討を行いました。 

 
（６）取組成果 

① 「業務別の市と県の対応の流れ」について 

これまでの検討会議で策定した大規模災害時の「資機材・物資の調達の流れ」や「医

療面の対応」をまとめた「業務別の市と県の対応の流れ（フロー図）」をさらに充実さ

せるため、防災に関する新たな計画や情報を付け加えて共有を行いました。 

例えば、大規模災害時の「資機材・物資の調達」においては、発災後から３日まで

は備蓄物資による対応を、４日目以降は国からのプッシュ型支援によってもたらされ

る物資による対応を行うという時系列的な整理を付け加えました。「医療面の対応」に

ついても、特に修正個所はなかったものの、改めて県と市の役割と手続きの流れを確

認し、情報共有を行いました。 

② 名張市、伊賀市のＢＣＰ作成について 

両市のＢＣＰ作成が円滑に進むように、実務上の課題等について情報共有を図りま

した。また、県内市町のＢＣＰ作成状況とその内容、他県の参考事例をもとに意見交

換と情報共有を行いました。 

③ 地域における主体的な避難所運営の支援について 

１月９日に「住民と行政との連携」をテーマに伊賀地域防災セミナーを開催しまし

た。セミナーでは基調講演とパネルディスカッションを行い、前者では熊本地震での

避難の実体験を交えながら自助や共助の大切さを、後者では登壇した両市の住民自治

協議会の代表者から避難所開設・運営における地域での取組や課題などを具体的に話

していただきました。セミナーには一般来場者も多く参加されたことで、地震発生時

の地域住民の役割の重要性を啓発するよい機会となりました。 

④ 今年度の台風対応に関する課題について 

台風５号と 21 号接近時の情報収集のため、伊賀地域防災総合事務所から両市に派

遣チームを派遣した際の課題等について意見交換しました。 

今後の台風対応に生かすことができるように、派遣の基準や派遣者による防災情報

システムの操作といった役割の整理を進めました。 

 

（７）今後の方針 

大規模災害発生時の市と県の対応について、今年度の検討内容を防災訓練に反映さ

せていくとともに、地域において「自助」、「共助」の意識が向上し、自主的な避難所運

営がなされるよう、引き続き市と県が連携した取組を検討していきます。 

 

 





















 

（５）検討状況 

① 第１回検討会議 

紀南地域生活マップの活用方法や構成を検討したほか、移住者である地域おこし協

力隊を対象とした交流会の開催を決定しました。 

② 第２回検討会議 

交流会の開催に向けて、具体的な日程や内容などを協議するとともに、各市町の移

住促進の取組について情報を共有しました。 

③ 地域おこし協力隊交流会 

紀南地域で活動する地域おこし協力隊間で、それぞれの取組や課題等について、情

報共有が図られることを目的に交流会を開催しました。 

④ 第３回検討会議 

紀南地域生活マップの構成案について意見交換しました。 

⑤ つながりの場～協力隊×行政～ 

南部地域活性化推進課が主催した研修会に、地域おこし協力隊が参加し、交流を深

めました。 

 

（６）取組成果 

紀南地域では、平成 29（2017）年度から全ての市町でお試し住宅の運用が開始され

るなど、各市町が移住促進に向けた取組を積極的に行っています。本検討会議では、受

け入れた移住者をサポートし、定住へつなげていく取組として、当地域への移住者であ

る地域おこし協力隊を対象とした交流会を開催しました。 

交流会では、新人の協力隊が業務や生活に関する悩みを他市町で働く先輩協力隊に

相談するなど、市町の枠を超えた交流が行われ、協力隊同士のつながりを築くきっかけ

となる機会を提供することができました。 

また、さらなる移住者を受け入れるための取組として、移住希望者に地域の情報を

伝えるため、スーパーや病院など地域で生活をしていく上で必要な情報を記載した、紀

南地域生活マップを作成しました。紀南地域生活マップの作成では、木本高校美術部に

協力いただき、手作りならではの温かみがあるマップに仕上げることができました。 

 

 

（７）今後の方針 

各市町の取組や移住希望者の動向についての情報共有ができたほか、地域おこし協

力隊交流会では紀南地域で活動する協力隊同士のつながりを築くことができ、紀南地域

生活マップも完成に至るなど、移住交流の促進について一定の成果を上げることができ

たため、検討会議での取組については平成 29（2017）年度で終了します。 

 

（８）取組に対する自己評価 

目標に対する取組成果がおおむね発揮されました。 
（判断理由等） 

交流会の開催やマップの作成など、県と各市町が協働し、地域が一体となった移住交流の促進

に係る取組を実施することができました。 

 

 


